
西川マザーウッズ
～私たちの歩みと、これから～

西川マザーウッズ会長 野表 真苗
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（挨拶：みなさま、こんにちは！
西川マザーウッズ会長の、野表真苗と申します。
私は今、新ひだか町の会場におりまして、
本日は、リモートで発表を行います。
どうぞよろしくお願いします。）

本日は、「私たちの歩みとこれから」ということで、
お話しします。




本日の内容
①グループについて
②これまでの活動
③最近の活動
④これからの活動
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、
このような順番で、お話しします。




①グループについて
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは、グループの紹介です。




西川マザーウッズとは
•平成９年結成
•現在7名のメンバーで活動中！
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①グループについて

新ひだか町

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私たち、西川マザーウッズは、
新ひだか町の西川地区で活動する、
女性7名のグループです。

年齢は50代から70代。

今年の3月で、設立29周年を迎えます。




設立の経緯
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①グループについて

平成９年（※今から２９年前）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このグループは、ある記念の年をきっかけに
生まれました。

西川地区には、今年で設立69周年を迎える、
「西川林業クラブ」という歴史の長～い林業グループがあります。

そのクラブが、設立40周年を迎えた平成９年。
「女性のグループも立ち上げてみよう！」 
という声があがりました。




設立の経緯
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①グループについて

「―我が地域に身も心も投じ、根強く、
力強く生きるおふくろになろう―」

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして誕生したのが、私たち西川マザーウッズです。
「我が地域に、身も心も投じ、根強く、
力強く生きる、おふくろになろう」
という思いを込め、西川の「母さんの森」、
マザーウッズと名付けました。

やるからにはちゃんとした活動をやりたい！と、
皆で意見を出し合い、地域で、森と関わる活動を続け、
気がついたら、30年近くがたっていました。




今の私たち
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①グループについて

～梅の剪定（休憩タイム）～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現在のメンバーは、全員設立当初からの仲間で、�グループと同じく、約30年の年を重ねてきました。

みんな元気ではありますが、
年齢による体力の変化や、親の介護など、
それぞれの事情もあり、�活動の回数は以前より少なくなっています。�それでも、集まれば相変わらず、
にぎやかに活動しています。




②これまでの活動
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、
「マザーって、どんなことをしてきたグループなの？」
ということで、
これまでの、主な活動について紹介します。

私たちは
「この地域だからこそ」
「女性だからこそ」できる、
地域に根ざした活動を、大切にしてきました。




子どもたちとの活動
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②これまでの活動

植樹 キノコの植菌

リース製作

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、子どもたちとの活動です。�地元の小学校の、「緑の少年団」と一緒に、�植樹や、キノコの植菌、リースづくりなどを
行ってきました。
�森づくりの大切さを伝えながら、
元気いっぱいの子どもたちと活動し、
私たちも元気をもらっていました。




地域との活動
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②これまでの活動

手作り梅ゼリー

梅の植樹 剪定・防除の勉強会

西川の完熟梅

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、西川地区が「梅の里」を
目指す取り組みを始めた際には、
梅の木の植栽や、管理にも関わりました。

剪定や、病害虫の防除の勉強会を開いたり、
収穫した梅の実を、シロップ、ゼリー、
梅干しに加工し、地域のイベントなどで販売し、
活動費として、活用しました。

梅に関する活動は、マザーウッズとしても
力を入れて行ってきた活動で、
今でも、梅の剪定は続けていますし、
ゼリー作りも個人個人で続けています。




女性ならではの活動
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②これまでの活動

リースづくり 桜餅づくり

葉を塩漬けに
するところから！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ほか、女性ならではの活動として、�森のツルを使ったリースづくりや、�桜の葉を使った桜餅づくりも行いました。

リースづくりは、仕事や家のことを終えた後、
グループ員の家に集まり、夜遅くまで、作業をしました。

地域の方や子どもたちに、教えながら
一緒に作ることもあり、自然の恵みを色々な人と
共有した、楽しい活動でした。

（少し間をあけて）

多いときには、年間30回ほど、こうしたグループ活動を
行った年もありました。
�忙しい日々の隙間を見つけての活動でしたが、
今思うと「本当に元気だったなあ」と感じます。




③最近の活動
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、「最近の活動」についてです。




昔ほどの活動は難しい…
•梅の剪定（年2回）＆お昼ごはん
•林業グループの研修会
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③最近の活動

梅の剪定 活動後のお昼ごはん

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
正直に言うと、ここ数年は、先ほど紹介した、
昔と同じような、活発な活動を続けるのは
難しくなってきていました。

そんな中でも年に2回の梅の剪定や、
全員ではなくとも、参加できる人だけで
研修に行ったりと、
今の自分たちに無理のない形で、活動を続けていました。




誰かが言った…

「木のテーブル、ほしいよね～」
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③最近の活動

せっかくだし、
地域の人も一緒に
やらない？

いいね
いいね

日高産の板を
売ってるところ
があるんだって

森林室も
サポート
しますよ！

皆で作っても
面白そうだね

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そんな中、おととしのことですが、
グループで集まっているときに、誰かが言った、
「木のテーブルがほしいよね」
という、何気ない会話から

「いいねいいね」
『せっかくなら地域の人も一緒に作らない？』

ということで、どんどん話がふくらみ、
気がついたら…




日高産広葉樹の
テーブルづくりワークショップ

【開催日】
令和7年1月18日(土)
【場所】新ひだか町川合
【主催】西川マザーウッズ
【支援】日高振興局森林室
※林業後継者育成事業として実施
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③最近の活動

・2時間半くらいの簡単なワークショップ
今の私たちでも、無理なくできそう！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「日高産広葉樹の、テーブルづくりワークショップ」
を開催することになっていました！

この活動は、昨年の1月、西川地区のお隣、
川合地区の生活館で行いました。

森林室さんとも相談し、2時間半程度で、
グループの負担も少なく実施できる内容を考え、
「これなら自分たちでも無理なく出来そう！」
ということで、
地域の皆さんにも参加していただき、
ワークショップを開催しました。




準備 ～検討､素材の準備～
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③最近の活動

テーブルの資材検討 原板の選定

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
目的は「地域材を使った製品を、実際に作って、
使ってもらうことで、その良さを知ってもらうこと」
です。

まず、テーブルの材料を検討し、
様似町のひだか南森林組合で、ワークショップに使う
日高産広葉樹の原板を選びました。

参加者それぞれが「これがいいな」とお気に入りを
見つけられるよう、�なるべく違う樹種や色味の違う板を選び、
特徴の異なる板をそろえました。




準備 ～グループ員での試作～
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③最近の活動

森林室と一緒に試作 当日の作業について
打合せ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
材料が揃ったところで、
グループ員で集まり、テーブルの試作を行いました。

本番のワークショップでは、
自分たちが参加者に作り方を教えるため、
みんな真剣に製作し、当日の流れや役割分担について、しっかり打合せをしました。




ワークショップ当日
○作業内容
・やすりがけ
・裏板の打ち付け
・塗装
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③最近の活動

用意した原板（７樹種）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
迎えたワークショップ当日、
子どもを含めた16人もの方が参加してくださり、
会場はにぎやかでした！

好きな板を選んでもらい、
「やすりがけ」「裏板の打ち付け」「塗装」
の３工程を行いました。

グループ員はそれぞれ参加者の横について、
板を打ち付ける場所や、道具の使い方などを教えました。




作業の様子、作品
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③最近の活動

アサダハルニレ イタヤカエデ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは最後の工程の「塗装」と、完成作品です。
亜麻仁油を全面に塗り、布ですり込んでいきます。

できあがった作品は、板ごとに色味や風合いも異なり、
参加者のみなさんそれぞれの、世界にひとつだけのテーブルになりました。
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③最近の活動

自分たちも楽しみながら、
「地域の人へ、木の良さを伝える活動」に！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ワークショップには、想像よりも沢山の方に
参加していただき、にぎやかで楽しい活動となりました。

参加者の方からは
「想像よりも立派な板で驚いた！」
との声もいただきました。

この活動は、地域の人を巻き込み、木材の良さを伝える
きっかけになれたのではないかと感じています。
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③最近の活動

地域材のPRに！

作品の展示等

札幌チカホ（R7.11月）

日高振興局（R7.1月）

新ひだか町
（R7.1月）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ちなみに、このワークショップで製作した
グループ員のテーブルは、道内の各種イベントの際に、たびたび展示させていただき、
これまた地域の木材のPRに役立てられています。




④これからの活動
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、これからの活動についてです。




現状
•メンバーの予定を合わせるのが難しい
•年齢による体力の変化
•活動回数は減少傾向…
↓
それでも、「無理なく、楽しく続けたい✨」という思い
↓

「やめる」ではなく「続け方を変えていく」
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④これからの活動

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現状としては
・メンバーそれぞれ、
仕事や親の介護といった都合により、
予定を合わせるのが難しくなっている
・年齢が上がり、体力のいる活動が難しくなっている
・こうした理由から、活動回数が減っています。

それでも、「無理なく、楽しく続けたい」という思いで、
「やめる」という選択ではなく、
「続け方を変えていく」ことで、
グループ活動を継続しています。




これからの活動
・梅の剪定（年2回）をメインに
・今の自分たちができる活動

●大切にしたいこと
「楽しく」
「自分たちのペースで」
「無理なく続ける」
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④これからの活動

あのときの山、
どうなってるかな～

たとえば…

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今後の方向性ですが、
年２、３回程度で、私たちのペースで活動を
続けていくのが、今の私たちに合った形だと
思っています。

今も行っている、梅の剪定をメインにしつつ、
他にも、今の自分たちが無理なくできることはないかな、
と考えており、その時々で、
出来ることを考えていこうと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
西川マザーウッズは来年で30周年となります。

今までたくさんの活動をしてきて、
メンバーそれぞれが色々な経験、学びを得た、
本当に充実した30年でした。

私たちは、大きなことはできませんが、
地域の森と、木と、人と、少しずつ、
関わり続けてきました。

今まで積み重ねてきた活動を支えに、
これからも、出来る範囲で、楽しく、ゆっくりと。
メンバー仲良く、活動していきたいと思っています。

皆さん、ご清聴ありがとうございました。
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